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「江 ノ 島 電 鉄 沿 線名所図会」 （昭和６ (193１ )年ごろ ）
えのしまでんてつえんせん め い し ょ ず え

名所図会とは、むかしからの観 光 地を絵と文 章で紹 介するものです。この絵は、

かんこうち ぶんしょう しょうかい

今から80年ほど前に江ノ島電鉄がつくったカラーの観光案 内です。上の方にある横
あんない

書きの題 名が右から読むようになっていますが、まちがえたのではありません。
だいめい

江の島と鎌 倉の名所図会は文書館にたくさんあります。作った人によって絵のかき
かまくら

方にちがいがありますので、何まいか見くらべるとおもしろいですよ。(中村)

※題名の「ふみくら」とは、本や記録を納めるところをさす古いことばです。
きろ く おさ
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文書館 (もんじょかん )って何ですか？

みなさんは、文書館(アーカイブズ)ということばを見たり、聞いたりしたことがありますか？

みなさんの通う学 校には図書室がありますね。それから、休みの日にお父さんやお母さ
がっこう としょしつ

んたちといっしょに博 物 館にいったこともあるでしょう。けれども、日本では、文書館とい

はくぶつかん

うことばはなかなか見たり、聞いたりすることがありません。しかし、文書館は 私 たちにと
わたし

って、なくてはならないものです。

みなさんの通う学校や、お父さんがつとめる会 社や、私たちが住む藤 沢のようなまち、
かいしゃ ふじさわ

そして日本のような国でも、どんなことをしているのかを記録した、たくさんの資 料がむかし

きろ く しりょう

からずっと作られています。それらの中から、大事にしなければならないものを、むかしのこ
だいじ

とをしらべるために、永 久に保 存されているところが文書館です。そのまちに外国では大

えいきゅう ほぞん

切な場所になっています。日本では文書館の 数 や、そこではたらく人の数がとても少ないま
ばしょ かず

まなので、いまきちんとした法 律をつくろうという動きが出ているところです。(中村)
ほうりつ

国 立の文書館でつとめている人の数 (およそのかずです )
こくりつ
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藤沢市文書館の仕事(第１回)

日本では数の少ない文書館ですが、藤沢市文書館は、昭和49(1974)年7月1日に、日本の

市 町 村で初めての文書館として開館しました。文書館には、さまざまな仕事がありますが、
しちょうそん

それをこれから5回に分けて紹介します。

①資料を見せて、問い合わせに答える

文書館 １階の市 民 資 料 室には、さまざまな資料がたなにならんでいます。まず、むかしの

しみんしりょうしつ

藤沢についてかかれた本があります。これは、「郷 土 資 料」とよばれるものです。
きょうどしりょう

文書館の「市民資 料室」
しみん しりょう

←郷土資料の一つ『藤沢の地名』

そして、市役所でつくられたいろいろな報 告 書などがありま

しや く しょ ほうこ く しょ

す。これは「行 政 資 料」とよばれるもので、藤沢というまちの
ぎょうせいしりょう

成り立ちや今の様子などがわかるものです。
ようす

また、文書館では藤沢の歴史の調べ方についても、いろいろな
れきし

問い合わせに答えています。(中村)

←行政資料の一つで、毎月出される統 計をまとめたもの
とうけい
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クイズ・写真に見る藤沢（第１回）
しゃしん

下の写真は、藤沢市内の同じ駅を写したものです。こ の 駅名は何でしょうか？ (中 村 )
うつ

（ １ ）大正 13(1924)年に写したもの (２ )昭和 50(1975)年に写したもの

みなさんへのおねがい

私 た ち は 、藤 沢 に 関 す る 資 料 を 探 し て い ま す 。和 紙 に 墨

すみ

で 書 か れ た 古 文 書 や 、 お じ い さ ん や お ば あ さ ん が 写 っ て い

る む か し の 学 校 の ア ル バ ム 、 授 業 で 使 っ た 教 科 書 や ノ ー

じゅぎょう きょうかしょ

ト 、 む か し の 新 聞 や 広 告 な ど い ろ い ろ な も の が 資 料 に な り
こうこく

ま す 。 そ れ か ら 、 古 い ふ す ま の 裏 に 古 文 書 な ど が は り つ

うら

け ら れ て い る こ と が あ り ま す 。 これも資料です

こ れ ら の も の は す て て し ま っ て は た だ の ゴ ミ で し か あ り ま せ ん が 、 私 た

ち が 残 せ ば 貴 重 な 資 料 に な る も の ば か り で す 。 こ の よ う な も の が 見 つ か っ た
きちょう

ら 、 す て て し ま う 前 に 、 ま ず 文 書 館 に お 電 話 (24-0171)を く だ さ い ね 。

でんわ


